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石川真一前会長 
本日、筆記具工業会はフレッシュな堀江圭馬

ぺんてる社長を新会長にお迎えしました。心か

らお喜び申し上げます。 

 さて、私が会長に就任しま

した２００７年の５月は、我

が国の筆記具産業は絶好調

でした。輸出が好調で、国内

も高付加価値・高単価品がよ

く売れていました。しかし、

１年半が過ぎて大変な世の

中に突入してしまいました。

それでも我が産業は他業界

ほどのダメージを受けてい

ないことが救いです。 

ことし、米国と欧州、イン

ドを視察してきました。いず

れも日本の筆記具は大変強

く、店頭シェアでも７、８割を占めていました。

米国はオフィスサプライが細っていますが、店

頭ではトップランクの売り上げを誇っていま

した。これからは価値を高めて価格を絞る時代

になるかもしれません。我々にはこれを乗り切

る意気込みと技術的な裏付けがあると思って

います。 

 ところで会長在任中、私は、「書育活動」と

「技術交流会」を軸に活動をしてまいりました。

これらは初めての試みで議論も多くありまし

たが、結果的に皆様方のご理解とご支援をいた

だいて不完全ながら何とか仕事を全うできた

のではないかと思っています。これからは堀江

新会長の強いリーダーシップを得て、いっそう

発展させてもらいたく願っている次第です。 

最後ですが、２年間の皆様方の温かいご支援

とお引き立てに深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川会長から堀江会長へ 
 

本工業会は５月１８日、上野精養軒で「第８回通常総会」を開催し、石川真一会長の任期満了に

伴い、堀江圭馬筆頭副会長を第５代会長に選出しました。総会におけるそれぞれのご挨拶を紹介

します。 

 

堀江圭馬新会長 

この度、日本筆記具工業会会長に就任しま

しまた堀江でございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。ところで会長職は、私のよう

な若輩者がお引き受

けするには荷が重い

重職だと認識してい

ます。しかし、若さこ

そが強みという考え

方もありますので、若

さを活かした積極的

な運営を行っていき

たいと思っています。

皆様のご協力をお願

い

していただきました。 

申し上げます。 

さて、石川前会長に

おかれましては厳し

い市場環境の中、技術

交流会の開催、「書育」ホームページの開設、

研修会の実施などを通じて、我が国の筆記具産

業を活性化させる活動を

私としましては、石川前会長が基礎を築か

れた「書育」の事業をさらに発展させ、書くこ

とのすばらしさと楽しさを消費者に広く啓蒙

する具体的なアクションをしていきたいと考

えています。まずは、「書育アソシエーション」

を設立し、総合学習用教材を開発。全国の小学

校にこれらを無償提供し、書くことのすばらし

さを子ども達に実感してもらいたいと考えて

います。 

日本の筆記具産業を盛り立てるべく全力を

尽くしてまいりますので、重ねて皆様のご理解

とご協力をお願い申しあげます。 
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＜総務 関係＞ 
１. ２６ 書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ設立打合せ会（20年度 

第１回） 
 ・「書育」啓発活動の趣旨説明 
 ・「書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ」設立に関する意見交換 
２.５ 書育検討小委員会（20年度 第６回） 
 ・「書育」関連規定について 
 ・各社ＨＰリンクについて 
 ・今後の展開案について 
３.９ 書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ設立打合せ会（20年度  

第２回） 
 ・「書育」関連研究事例発表 
 ・「書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ」設立に関する検討 
３.１２ 書育検討小委員会（20年度 第７回） 
 ・「書育」関連規定について 
 ・書育ＨＰテストアップについて 
 ・今後の予定について 
３.２３ 総務委員会（20年度 第４回） 
・H20年度決算見通しならびに H21年度予
算案について 

 ・「書育」啓発活動について 
 ・2009JWIMA技術交流会について 
・役員改選ならびに定款の一部変更につい
て、その他 

４.９ 総務委員会（21年度 第１回） 
・平成 20年度事業報告書(案)及び収支決算
(案)について 

・平成 21年度事業計画(案)及び収支予算(案)
について 
・役員改選ならびに定款の一部変更につい
て 

 ・21年度 第 1回 理事会開催について 
 ・第 8回 通常総会について 
 ・その他 
５.１１ 書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ設立打合せ会（21年度  

第１回） 
 ・「書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ」組織・運営に関する検討 
５.２７ 書育検討小委員会（21年度 第１回） 
 ・部会長交代について 
 ・「書育」総合学習教材の開発について 
 ・「書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ」との協同について 
６.１９ 書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ設立打合せ会（平成 21

年度 第２回） 
・BS11ch「熱中時間」ハガキ熱中人 DVD
視聴 

・平成 21年度「書育」アクションプランに
ついて 

 ・「書育」総合学習教材の開発について 
 ・(財)文字・活字文化推進機構 訪問報告 
６.２２ 総務委員会（平成 21年度 第２回） 
 ・第６回ゴルフコンペ開催について 
 ・会員研修会の開催について 

  
 ・優良工場見学会開催について 
 ・年末の講演会及び懇親会について 
 ・役員・会員動静について 
・その他（「書育」関連、2009JWIMA 技術
交流会報告） 

７.１３ 書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ設立打合せ会（21年度  
第３回） 

 ・書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝについての構想の意思統一 
・Ｈ21年度アクションプラン各実施内容の
検討 

 ・「書育」総合学習教材企画案の検討 
 ・かしこ「手紙コンクール」について 
７.１４ 書育検討小委員会（21年度 第２回） 
 ・「書育」総合学習教材の開発計画について 
 ・「書育ｱｿｼｴｰｼｮﾝ」関係の報告について 
 
 
＜調査研究・広報 関係＞ 
１. １４ 調査研究・広報委員会（20年度 第 

３回） 
 ・2009JWIMA技術交流会開催について 
 ・「書育」活動状況について 
２. １７ 調査研究・広報委員会（20年度 第 

４回） 
 ・2009JWIMA技術交流会出展社説明会につ

いて 
３. １７ ２００９ＪＷＩＭＡ技術交流会出展 

社説明会 開催 
 ・2009JWIMA技術交流会 実施要領 説明（開

催の趣旨説明、会場ならびに当日の流れ、
搬入・搬出、展示装飾、質疑応答） 

 ・出展小間抽選会 
 ・個別相談会（持込み什器・備品の申請、

電源使用・使用器具等の申請、展示ツール
等オプション申込み） 

６.１７ 2009ＪＷＩＭＡ技術交流会 開催 
 
 
＜流通 関係＞ 
１. ２２ お客様相談窓口連絡会（20年度 第 

４回） 
 ・各社のお客様対応事例について 
 ・不当要求に対する対応に共通化（業界統

一）の検討 
２.２６ 流通委員会（20年度 第１回） 
 ・2008年カタログ協賛実態調査について 
 ・2009年製品カタログエコマーク表記につ

いて 
 ・お客様相談窓口連絡会活動状況報告につ

いて 
 ・その他（「書育」啓発活動の経過報告） 
２. ２６ お客様相談窓口連絡会（20年度 第 
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５回） 
 ・各社のお客様対応事例について 
 ・不当要求に対する対応に共通化（業界統

一）の検討まとめ 
６.２５ お客様相談窓口連絡会（21 年度第

１回） 
 ・各社のお客様対応事例について 
 ・Ｈ21年度活動テーマについて 
 
 
＜技術国際 関係＞ 
２.１２ ボールペン部会（20年度 第２回） 
 ・ISO規格定期見直し案件について 
 ・JIS S 6061（ｹﾞﾙｲﾝｷﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ及びﾚﾌｨﾙ）改

正案についての報告 
 ・EWIMA技術委員会出張報告 
 ・JIS S 6039（油性ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ及びﾚﾌｨﾙ）なら

びに JIS S 6054（水性ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ及びﾚﾌｨﾙ）
の５年見直し（改正の検討）について 

２.１９ 鉛筆部会（20年度 第１回） 
 ・JIS S 6006（鉛筆、色鉛筆及びそれらに

用いるしん）に関する５年見直しの事前検
討 

３.３ ボールペン部会（20年度 第３回） 
 ・ISO規格定期見直し案件の投票について 
３.４ マーキングペン部会（20年度 第５回） 
 ・カテゴリー別マーキングペン業界基準の

検討について 
 ・EWIMA技術委員会 出張報告 
 ・その他（ISO11540：キャップの安全要件

見直し、CPSIA：消費者製品安全改善法に
関する情報提供） 

４. ２４ 技術国際委員会（20年度 第２回） 
 ・各部会 H20 年度下期活動報告ならびに

H21年度活動計画について 
 ・H20 年度国際標準提案事業委員会報告に

ついて 
 ・その他（EWIMA 技術委員会報告、CPSIA

に関する情報提供） 
４．２４ 修正液部会（21年度 第１回） 
 ・JIS S 6055:2007追補についての説明 
 ・2012 年の JIS 改正に向けての、現行 JIS

の問題点等についての審議 
 ・修正テープ規格化の検討 
 ・その他 

 
５. ２９ マーキングペン部会（21年度 第 

１回） 
 ・キャップの安全要件改正に対する日本側

の意見のまとめ 
 ・マーキングペン JIS における分類分けの

検討 
 ・その他 
５.２９ ISO/TC10/WG18打合せ 
 ・国際会議の集合時間・場所、行動予定に

ついて 
 ・WG18 交流会について 
 ・WG18 meeting について 
６. １０ ISO/TC10/WG18 meeting（箱根 DNP 

研修センターにて） 
７.３ 修正液部会（21年度 第２回） 
 ・JIS S 6055（事務用修正液）の見直しに

ついて 
 ・修正テープ規格化の検討 
７. ３０ ISO/TC10国内事務局との打合せ（日 

本規格協会にて） 
 
＜ＪＩＳ改正 関係＞ 
３.３ ｹﾞﾙｲﾝｷﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝＪＩＳ改正本委員会 

（20年度 第２回） 
 ・JIS S 6061（ｹﾞﾙｲﾝｷﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ及びﾚﾌｨﾙ）の 

改正原案について 
３.５ シャープペンシルＪＩＳ消費生活技術 

専門委員会（20年度 第１回） 
 ・JIS S 6013（シャープペンシル）改正原

案についての審議 
３. ２８ シャープペンシルＪＩＳ消費生活技 

術専門委員会（20年度 第２回） 
 ・JIS S 6013（シャープペンシル）改正原

案についての審議 
 
 
＜全文協との共催 関係＞ 
２.１０ 合同知的財産部会 
３.１３ 文具・時計・玩具三団体による知的財 

産権問題交流会 
５.２２ 合同知的財産部会 
７.８ 合同知的財産部会 
７.９ 模倣品対策セミナー（ISOT2009） 
７.２２ CPSIA（米国／消費者製品安全改善 

法）説明会 
（以上） 
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ＪＷＩＭＡ通信はホームページにも掲載しています 

日本筆記具工業会 

http://www.jwima.org/top.html
 

【主なコンテンツ】 筆記具統計／JWIMA通信バックナンバー／ＴＯＰＩＣＳ ／書育／最新ニュース 

http://www.jwima.org/top.html
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ゲルインキボールペンＩＳＯ規格が制定・発行されました 

国際標準提案事業委員会 西本洋二氏報告

 

①ゲルインキボールペンＩＳＯ規格が制定・発
行されました。 
2008年 6月に 2件の DIS投票が 100%承認さ

れ、9 月には FDIS 投票なしで英語版のみで直
接発行する旨決定されました。同年 10 月に
ISO/CS(中央事務局)の編集担当者と編集上の
意見交換を行い、ISO/CS で着々と Proof（校
正刷り）発行の作業が進められました。同年
12月 11日にいよいよ ISO/TC 10/WG 18コン
ビナーにProofが届き、確認を依頼されました。 
ISO/PRF27668-1 の本文中の Figure 1 中の

Table の寸法、Table 1 中の不等号の書き方、
Annex A中の粘度単位を修正し、年末のあわた
だしい 12 月 23 日から 24 日にかけて ISO/CS
の Jenny Pellaux女史に送信しました。 
これらの作業の結果、2009 年 1 月 9 日には

project stage 60.00 (International Standard under 
publication)に、2009年 1月 27日には stage 60.60 
(International Standard published)に登録され、
2009年 2月 1日付で First editionが無事発行さ
れました。 
このプロジェクトへのご支援、ご指導、ご協

力をいただいた皆様に心より感謝を申し上げ
ます。 
 

②ＩＳＯ/ＴＣ１０/ＷＧ１８ 箱根国際会議が開
催されました。 
2009年 6月 4日～12日の日程で ISO/TC 10 

国際会議が箱根の大日本印刷㈱の研修センタ
ーDNP 創発の杜で開催されました。この期間
中、ISO/TC 10/WG 18会議の前夜 6月 9日に
は、JWIMA主催のDinner Partyを開催しました。
パーティーには、ISO/TC 10 国際会議のほと
んどの出席者
が参加し、春
田事務局長の
歓迎のあいさ
つの後、国際
標準化のみな
らず幅広い会
話があちこち
で交わされ有
意義な交流を
もつことがで
きました。 
 
< ISO/TC 10/WG 18>    
6月 10日(水)午後 1時 30分、すばらしい設

備の会議場で WG 18 の会議が開かれました。
当初最大 10 名と予想していた出席者は
ISO/TC 10の議長 Professor Bruce A. Hardingを 

 
はじめとして 16名もの出席をいただき、 熱心
な議論が交わされました。出席者全員の自己紹
介の後審議に入りました。 
 
まずゲルイ

ンキボールペ
ン ISO 規格
ISO 27668-1 
and -2の制定
発行について
議長(西本)か
ら報告した後、
ISO 1540:1993 
(ペンキャッ
プの安全要件)の定期見直し投票の結果を検討 
し WG 18の結論を「確認」としました。ただ、
英国(BSI)とスウェーデン(SIS)は改正の投票を
していたため、その意見を述べてもらいました。
BSI の Sarah Kelly 女史は、改正された BS 
7272-1:2008の内容を ISO 11540の改正に反映
させたいとの主張でしたが、塩井委員から、日
本は「確認」を投票したことおよび BS規格改
正の背景やペンキャップの事故の詳細をもっ
と知った上で対処したいとの意見を述べ、WG 
18 としては BSI に対して、詳細情報を収集し
て WG 18の専門家に送ることと New Work Item 
Proposal(NWIP)を ISO/TC 10に対して提出する
ことを推奨しました。次に塩井委員から、日本
から提出している ISO 12756:1993（ボールペン
用語の定義）と ISO 14145-1:1993（水性ボール
ペン：一般用）の一部修正の NWIP について、
専門家への情報として報告しました。最後に
ISO 規格の定期見直しの結果について検討し
ました。まず、ボールペン関連の 4 規格 ISO 
(12757-1, 12757-2, 14145-1, 14145-2／油性・水
性ボールペンの一般用と公文書用)について
WG 18としては結論を「確認」としましたが、
改正投票をしているフランスに対してNWIPを
出すよう ISO/TC 10から促すこととしました。
その他の製図関連 10 規格のうちインク関連 2
件と ISO 12756について WG 18としては結論
を「確認」としましたが、製図機、トレーシン
グペーパー等の規格は筆記具の WG 18 の範囲
外であるため ISO/TC 10 で扱うよう要請しま
した。 
以上の決定内容について伊波委員から口頭

で報告し、承認されました。最後に議長から専
門家へ出席のお礼を、大日本印刷㈱特に塚田忠
夫 ISO/TC10国内対策委員長に会議の運営と設
備の準備へのお礼を述べ、出席者からはJWIMA
のパーティの歓待への謝辞が述べられて閉会
しました。  
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<ISO/TC 10 Plenary meeting> 
 6 月 12 日(金)午前 9 時、大会議場で TC 10
総会が開催されました。 
WG 18からは、西本が ISO/TC 10/WG 18の

業務、ゲルインキボールペンの NWIPの経過と
結果、カバーする ISO規格等について報告した
後、6月 10日の WG 18会議の結論を報告しま
した。製図機等について新しい SCを設置した
らどうかとの意見や ISO 27668の発行日につい
て質問がありましたが、変更なしで承認が決議
されました。次回の ISO/TC 10会議は 2010年
6月 18日(金)から 24日(木)にスウェーデン・ス
トックホルムで開催されることが決議されま
した。 
 

「第２回技術交流会」開催 

出展社１５社に拡大 ６月１７日、共和フォーラムにて 
 

会員同士のビジネス交流を目的に昨年創設

した「ＪＷＩＭＡ 技術交流会」。第２回目は会

場を共和フォーラムに移し、フロアスペースを

倍増して６月１７日開催しました。 

出展社は昨年より５社多い１５社、来場者は

約２００名でした。 

 堀江会長が開会の挨拶に立ち、「各社とも世

界経済の後退で苦しい状況ですが、安易な価格

競争に走るのでなく、原点に立ち返って、優れ

た技術をもって競合との差別化をはかってい

くこひとがこういうときほど大事だと思って

います。世界トップレベルの部品メーカーが本

日は多数この交流会に参加していますので、こ

こでの交流をきっかけにビジネスチャンスを

拡大してくださいますようお願い申し上げま

す」と活発な交流を促進しました。 

★ 

 来場者のアンケートによれば、７割の会員が

「検討できるものがあった」とし、９割が「（出

展社の）説明に満足した」、また７割が「毎年

実施」を望んでいることがわかりました。 

フリーアンサーでは、「「普段直接関わることの

できなかったご担当者様とご挨拶でき、良かっ

たです」「難しいとは思いますが、他業界の出

展があるとさらに良いと感じた」など、積極的

な意見が多く寄せられました。 

まさに業界の期待を集める「交流会」に発展し

ました。 
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寸劇で模倣品対策セミナー開催 ＩＳＯＴ２００９ 

全日本文具協会とＪＷＩＭＡ知的財産部会が共催 

 

社団法人全日本文具協会と本工業会は、後を

絶たない模倣品に対処するために「模倣品対策

セミナー」をＩＳＯＴ会期中の７月９日、開催

しました。劇団俳優による寸劇と、行政等から

特別解説者を招聘してのセミナーは今年で三

回目。今回は「裏のカタログ！」と題して、海

外の展示会で自社製品の模倣品が発見された

という想定で、カタログの収集から分析、情報

収集、企業間連携の強化を通じて摘発につなげ

るまでをわかりやすく劇仕

立てで紹介しました。出演は

舞台俳優の中野博文さん、劇

団「ＡＣファクトリー」所属

の菅真紀さん、劇団「昭和芸

能舎」所属の神谷奈々江さん

に加えて、寺西化学工業㈱の

藤島満年東京支社長が社長

役で特別出演くださいまし

た。 

 

 開催の挨拶に立った全文協の長谷川会長は

「近年、海外における模倣品問題が深刻になっ

ている。今後一層模倣品の取り締まり強化を行

っていく必要を痛感する」と挨拶、「さまざま

な活動を行っている一環として寸劇による模

倣品対策の解説を俳優の方々に演じてもらう」

と対策の重要性を強調。閉会の挨拶で本工業会

の堀江会長は、「模倣品問題は年々深刻化して

おり、海外の見本市でも一月のフランクフルト

メッセでは暴力事件も起き

た。中国では商標権は下火に

なったが意匠権がそれに取

って代ってきている。今後も

関係省庁と連絡を密にしな

がら対策を講じたい」と対策

の緊急性を訴えました。 

 終了後、模倣品対策クイズ

を実施、グランプリ受賞者に

トロフィーを贈呈しました。

 

米国で

Improve

により１

育児用品

ルが段階

に２０１

設けられ

 この米

工業連盟

験所を講

説明会」

た。関心

りました

 試験所

はＣＰＳ

要があり

と挨拶さ

村主任か

おいて具

くのか、

ることに
米国消費者製品安全改善法（ＣＰＳＩＡ）説明会開催 

２０１０年から対米輸出に新たなハードル 

消費者製品安全改善法（Consumer Product Safety 

ment Act（CPSIA））が昨年８月に成立しました。これ

２歳以下を対象とした玩具、文具、アクセサリー、

等全ての子供用製品に含まれる鉛やフタル酸エステ

的に規制されることになりました。規制の施行は主

０年２月１日から。対米輸出品に新たなハードルが

ます。 

国の新規制法を学ぼうと全日本文具協会と東京文具

ならびに本工業会は、財団法人日本文化用品安全試

師に招き「米国消費者製品安全改善法（ＣＰＳＩＡ）

を７月２２日、東京文具工業健保会館で開催しまし

の高さを反映して１００名近い受講者で会場は埋ま

。 

の村田政光理事は「子供用の製品を対米輸出するに

Ｃに登録された第三者試験機関による試験を経る必

ます。当試験所は我国で唯一の登録試験機関です」

れ、続いて同試験所の宮本化学分析センター長、松

ら新法に関する説明が加えられました。文具業界に

体的にどの種類の製品がこの規制の対象になってい

試験所と連携を取りながら今後の我が国の対応を探

なります。 

財団法人日本文化用品安

東京都墨田区東駒形４-２

総務部 ０３-３８２９-２５１

FAX  ０３-３８２９-２５４

http://www.mgsl.or.jp/Jap

x.htm
 

全試験所 

２-４ 

１ 

９ 

anese/Jinde
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手で文字を書くことの大切さを広く伝える

ことを目的に本工業会が推進している「書育」

活動。この度ホームページを開設し、様々な書

育関連情報を発信していくこととなりました

ので、ぜひアクセスしてご理解とご協力をお願

い致します。 

 
【アクセスの方法】 
１. 日本筆記具工業会ＨＰのメニュー画面を 
開く。（http://www.jwima.org/top.html） 

２. メニュー画面にある「書育」のロゴマーク
をクリックする。（直接入力してアクセス
する場合） 

http://www.jwima.org/shoiku/index.html

３.「書育」のインデックスが開きます。 
・書育とは … 書育の考え方の紹介 
・書育を学ぶ … 書育に係わる事例の紹介 
・書育を楽しむ … 会員各社HPの書育関 
連サイトにリンクし、書育を体験してもら
うコーナーです 

※「書育を楽しむ」のリンク先を募集していま
す。うちにもこういう書育関連のサイトがあ
るという会員企業は是非事務局にお知らせ
ください。 
 
 
【「書育」ロゴマークをご活用下さい】 
「書育」という言葉の認知度を上げるため、会
員各社のご協力をお願いします。 
１.商品の広告宣伝時、書育のロゴマークを隅
に掲載し、筆記具業界が「書育」の活動を推
奨していることを伝える。 
２.展示会などで「書育」のロゴマークを露出
し、考え方を説明する。 
３.各社HPに書育のバナーを貼り付け、「書育」
HPとリンクさせる、など。 
 
（注）「書育」の用語及びロゴマークについて
は、特定商品の販売促進を目的とした使用は
禁止しています。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
     …「書育」ロゴマーク… 
 
 
【『書育』会員向け情報ページ開設】 
日本筆記具工業会ＨＰのメニュー画面に、「『書
育』会員向け情報ページ」を設けました。 
【アクセス方法】 
ユーザーID： shoiku 
パスワード： 38916161 
＜コンテンツ＞ 
・「書育」用語及びロゴマーク使用規定：使用
する場合の管理・運用について定めています。 

・「書育」用語及びロゴマーク使用届出書：使
用する場合の届出事項 

・書育ロゴマーク使用基準：ロゴマーク使用時
のサイズ・色指定 など 

 
 
【「書育」２１年度の活動について】 
日本筆記具工業会は、21年度の「書育」活動
として以下の内容を実施していきます。 
 
１.「書育アソシエーション」の設立準備 
現在、大学関係者と協議し、「書育」の学術
的基盤形成のためにジャンルを超えた専門
家・研究者が交流できる場としての協議会
（アソシエーション）設立に向けた準備を進
めている。 
また、それと並行して「書育」の認知度を上
げるための外に向けた活動も実施していく。
（企画案検討中） 
 
２.「書育」総合学習教材の開発 
 小学校の「総合的な学習の時間」の授業で使
ってもらえるような教材を開発し、希望する
学校には無償提供を行う。内容的には、大学
や小学校の現場の先生にも協力してもらい、
手で文字を書くことの効用（育まれる力）を
自ら発見し、「書くこと」の大切さや楽しさ
を学んでもらえるものにする。 
 
３.書育関連情報の発信 
書育HPで「書育」関連の書籍、論文、記事
等の紹介や投稿募集、関連HPのリンク先拡
大を行い、「書育」の輪を広げていく。また、
書育アソシエーションからの情報も発信す
る。 
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平成 21年度においては日本筆記具工業会 定款第 4条（事業）に基づき以下の事業を実施する。 
（1）筆記具とその関連製品の生産統計と貿易統計の調査及び研究 
（2）筆記具とその関連製品の内外規格の調査研究 
（3）筆記具とその関連製品の内外知的財産権の調査研究 
（4）筆記具とその関連製品の安全及び環境問題に関する調査研究 
（5）筆記具とその関連製品の外国関連団体との交流と情報の交換 
（6）関係機関及び関係団体との連絡折衝と協調 
（7）その他必要な事業 

 
前各号の事業を企画推進するために設置された各委員会の平成 21年度の活動計画 
 
（1）総務委員会

1. 本工業会の組織活動の基盤である会員の入会促進を図る。 
2. 組織の運営とその年間計画の立案を行う。 
・ 通常総会   5月開催 
・ 会員懇親会 12月開催 
・ 理事会 原則として 4月、5月(通常総会時)、10月、12月 の 4回 
・ 委員会 原則として 3月、9月(但し、必要に応じて、委員長が召集し開催することもある) 

3. 会員の相互交流を深める機会としての懇親会（通常総会時、年末講演会時、その 
他）、優良工場見学会、会員研修会、講習･講演会等の企画・運営を行う。 

4. 行政官庁との緊密な連絡と折衝を行う。 
・ 会員へのオフィシャル情報提供 

5. 会員の福利厚生に資する業務を行う。(慶弔含む) 
6. 予算の立案・執行と決算に関する業務の管理をする。 

  7. 「書育」啓発活動の推進を行う。 
 
（2）流通委員会

1. 適正な販売と流通秩序に関する調査研究を行う。  
・価格問題、カタログ等への協賛金問題の調査研究 
・その他の流通に関する問題等については、必要に応じて対応する。 

2. お客様相談窓口連絡会 
・お客様相談窓口担当者による情報交換会を定期的に開催する。 
・お客様対応事例の研究を行う。（ex.お客様対応事例集にまとめる。） 
・お客様への商品知識等啓発を行う。 

 
（3）調査研究・広報委員会

1. 国内の筆記具統計資料の収集と会員への情報提供をする。（生活用品統計、貿易統計等）（月
次、年次データ） 

2. 海外の筆記具統計資料を会員への情報提供をする。（WIMA、EWIMA等、海外筆記具工業団
体との情報交換により統計資料を入手する。） 

3. 本工業会独自の調査資料を会員へ情報提供をする。 
・海外の筆記具市場に関する調査（中国・アメリカの貿易統計等） 

4. 会員相互の情報発信手段として「インターネット」の活用充実を図る。 
・筆記具お役立ち情報等、HP発信情報のメンテナンス 
・HPを流通やユーザーに PRし、本工業会の認知度アップを図る 

5. JWIMA通信の活用度を高める。 
・Eメール配信による配布効率の向上 
・タイムリーな発行 ； 年 3回（ 1/1 , 6/1 , 11/1 ）＋α 

6. 会員・委員会・部会名簿を作成し関係者に配布する。 
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（4）技術・国際委員会
1. 工業標準化に関する活動を行う。 
① 工業標準化に関する情報収集と提供（新 JISマーク制度等） 
②JIS原案作成及び改正作業及び 12条申請の是非についての検討 
・JIS S 6039:2006油性ボールペン及びレフィル … 確認（予定） 
・JIS S 6054:2006水性ボールペン及びレフィル … 確認（予定） 
・JIS S 6037:2006マーキングペン … 確認（予定） 
・その他 
③JNLA（工業標準化法に基づく試験事業者認定制度）生活用品分野（文房具）技術分科会
の筆記具に関する事項 

2. 国際規格等（ISO・EN・BS・DIN・NF・ASTM・SANS）に関する活動を行う。 
・国際規格に関する情報収集と提供 
・ISO/TC10/WG18に係る規格作成及び改正に関する審議及び提案 
・ISO/TC10/WG18 活動支援 
・ISO/TC10国内対策委員会への参画 

3. PL（製造物責任）法に関する調査研究 
・クレーム分析と技術的対応 
・表示（使用上の注意等）の問題 

4. 安全性・環境への配慮に関する調査研究 
・国内の法令に関する情報収集と提供 
・国内の環境マークに関する調査研究（エコマーク関連等） 
・海外の安全・有害物規制に関する情報の収集・提供と日本からの発信 

REACH 関連、BS 7272-1（キャップの安全要件）、BS 7272-2（尾栓規格）、EN71-9, 
EN71-3,-9,-10,-11 等 

5. 技術及び品質の向上に関する活動 
・会員の技術向上に関する研修会の実施 
・品質向上に関する調査研究（試験方法、評価方法及び試験機器、測定機器の統一 等） 

6. 知的財産権に関する調査研究 
・主に、中国模倣品問題に関する調査及び対応 
㈳全日本文具協会が主導し、日本筆記具工業会がこれに協力する体勢で活動。 
模倣品対策情報の共有化、中国冒認意匠登録（なりすまし出願）ウォッチングの検討、中国

制筆協会との共同声明に関する具体的活用方法の PR と今後の対応方法の検討、アジア地区
協会の調査研究、ISOT2009における知的財産活動 
・知的財産権に関する会員への啓発と情報提供 

7. 各部会に関する活動 
8. その他  

（以上） 

 

お知らせ 
 

 

 

●シャープペンシルのＪＩＳ（JIS S 6013）が

改正され、平成２１年７月２０日付けで発行と

なりました。購入される場合は、工業会経由で

申込みを行っていただければ１０％引きとな

ります。 

（契約により工業会にも５％の手数料が入りますの

でご協力下さい。） 

●現在、総務委員会では今年の秋冬にかけての

工業会行事を企画検討しています。まだ、具体 

的に案内できる段階まで煮詰まっていません 

 

 

 
 

が、おおよそ次のような日程で開催する予定で

す。（企画が具体化したものからご案内させて

いただきます）ご期待ください。  

１０月 ３日 第６回会員親睦ゴルフコンペ  

１０月２７日 会員研修会  

１１月１７日 優良工場見学会 

１２月  ２日 年末講演会・懇親会 

●新規会員加入（平成.21年 8月 1日付） 

プラチナ萬年筆株式会社 

 代表取締役社長 中田俊也 様 
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2008年の出荷･輸入・輸出 =年間= 
 

繊維・生活用品統計 （国内向け販売と輸出向け販売を含む）    
2008年間 2007年間 前年変動率 

出 荷 
数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％

ボールペン(油性） 492,470 28,841 483,173 28,642 1.9% 0.7%
ボールペン(水性） 897,440 36,543 905,039 37,855 -0.8% -3.5%
マーキングペン 770,624 37,155 782,695 38,328 -1.5% -3.1%
シャープペンシル 173,067 15,592 195,672 16,618 -11.6% -6.2%
鉛筆 ＝数量単位：グロス＝  1,841,486 6,413 2,264,254 7,419 -18.7% -13.6%
シャープしん 3,085,134 4,862 3,385,995 5,428 -8.9% -10.4%
修正液 38,158 3,194 40,689 3,493 -6.2% -8.6%
修正テープ 72,719 6,391 84,034 6,923 -13.5% -7.7%
クレヨン・パス 111,204 1,809 102,021 1,738 9.0% 4.1%
水彩絵の具 50,585 2,326 54,277 2,424 -6.8% -4.0%
合計金額  143,126  148,868  -3.9%

       
日本貿易統計より       

2008年間 2007年間 前年変動率 
輸 出 

数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％

ボールペン(油性) 216,414 8,206 216,722 8,190 -0.1% 0.2%
ボールペン(水性) 727,997 32,569 756,084 35,126 -3.7% -7.3%
マーキングペン 358,160 14,686 323,649 13,981 10.7% 5.0%
シャープペンシル 108,720 6,617 128,106 7,383 -15.1% -10.4%
万年筆 6,641 1,055 4,705 914 41.1% 15.4%
製図用ペン ＝単位：本、千円＝ 14,400 963 45,552 1,983 -68.4% -51.4%
以上のセット品 1,230 151 680 141 80.9% 7.1%
黒芯鉛筆 ＝数量単位：グロス＝  78,322 239 112,221 218 -30.2% 9.6%
色芯鉛筆 ＝数量単位：グロス＝  76,237 285 25,019 114 204.7% 150.0%
ボールペン用中芯 245,389 4,197 241,345 3,593 1.7% 16.8%
ﾏｰｷﾝｸﾞﾍﾟﾝ用ﾍﾟﾝ先･ﾆﾌﾞﾎﾟｲﾝﾄ 3,825,056 7,021 4,938,326 7,891 -22.5% -11.0%
シャープ部品･付属品 179,319 897 178,400 1,062 0.5% -15.5%
万年筆・ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝの部分品 1,756,537 4,459 1,877,851 4,916 -6.5% -9.3%
シャープしん（鉛筆しん含む） 412,511 2,218 482,356 2,631 -14.5% -15.7%
クレヨン・パス 107,135 239 139,694 395 -23.3% -39.5%
合計金額  82,840  86,557  -4.3%

       
日本貿易統計より       

2008年間 2007年間 前年変動率 
輸 入 

数量（千本） 金額（百万円） 数量（千本） 金額（百万円） 数量％ 金額％

ボールペン 258,822 7,796 264,769 8,675 -2.2% -10.1%
マーキングペン 175,007 3,326 189,136 3,781 -7.5% -12.0%
シャープペンシル 45,708 1,475 50,928 1,609 -10.2% -8.3%
万年筆 3,755 1,463 2,821 1,611 33.1% -9.2%
製図用ペン ＝単位：本、千円＝ 200,250 14,900 23,506 17,768 751.9% -16.1%
セット品 807 95 1,390 102 -41.9% -6.9%
黒芯鉛筆 ＝数量単位：ｋｇ＝  682,206 592 607,477 602 12.3% -1.7%
色芯鉛筆 ＝数量単位：ｋｇ＝  1,378,751 1,188 1,656,486 1,433 -16.8% -17.1%
ボールペン用中しん 25,955 246 25,344 239 2.4% 2.9%
ﾍﾟﾝ先及びﾆﾌﾞﾎﾟｲﾝﾄ 183,668 430 83,984 317 118.7% 35.6%
ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ又はｼｬｰﾌﾟの部品･付属品  1,481,667 3,147 1,270,855 3,194 16.6% -1.5%
ペン軸、その他の部分品 147,850 266 181,632 348 -18.6% -23.6%
しん 468,617 487 533,521 643 -12.2% -24.3%
パステル・チョーク 1,407,920 708 1,497,418 712 -6.0% -0.6%
合計金額  21,234  23,284  -8.8%
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